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研究者を目指した“きっかけ”や“苦労” 

川崎総合科学高等学校 

科学科学校 HP 

2026.6.19 

「本物の科学」が、 
  僕らの   を突き動かす！ 魂 

教科書を飛び出し、世界の最前線… 

キングスカイフロントへ！！ 

令和 8(2026)年 5 月 22 日、科学科２年の生徒等は、 
世界の最前線の研究拠点「キングスカイフロント」 

を訪れた…。最先端機器と研究者の熱意に触れ、 

探究心が熱く燃え上がる…！ 

分析機器に熱視線！ 
 

精密な装置を間近で見学、 

その圧倒的な迫力に釘付け！！ 

市内公立唯一！ 
 本校ならではの探究活動 

 

本校にだけ許された至高の時間 

研
究
者
の 

 

「
生
の
声
」 

 
 

志
を
叩
き
起
こ
す 

 

プロの考えに触れ、進路が鮮明化する！ 

生徒からの質問に真摯に答えてくださった 

科学者の方に… 感謝！ 

令和 8（2026）年 6 ⽉ 19 ⽇ 編集 科学科広報 

が 
 


